
　

季
節
を
彩
る
年
中
行
事
と
し
て
親

し
ま
れ
続
け
て
い
る
ひ
な
祭
り
。
そ

の
起
源
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
女

の
子
の
幸
せ
を
願
い
、
豪
華
な
飾
り

付
け
で
お
祝
い
す
る
現
代
の
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代

か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
な
祭
り
は
元
々
「
上じ

ょ
う

巳し

の
節
句
」

と
も
言
い
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
風

習
「
節
句
」
の
一
つ
。
旧
暦
の
季
節

の
花
に
ち
な
ん
で
「
桃
の
節
句
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
節
句
は
陰
陽

五
行
説
に
基
づ
き
、
季
節
の
節
目
に

そ
の
時
期
の
旬
の
食
材
を
神
様
に
供

え
、
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
願

す
る
も
の
。
上
巳
の
節
句
に
は
、
ヨ

モ
ギ
を
使
っ
た
草
餅
や
邪
気
を
払
う

と
伝
わ
る
モ
モ
の
花
を
浮
か
べ
た
桃と

う

花か

酒し
ゅ

な
ど
を
お
供
え
し
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
生
活
の
中
に
多
く
の
節

句
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

元げ
ん

和な

２（
１
６
１
６
）年
に
徳
川

幕
府
が
定
め
た
「
五
節
句
」（
１

月
７
日
＝
人
日
、
３
月
３
日
＝

上
巳
、
５
月
５
日
＝
端
午
、
７

月
７
日
＝
七
夕
、
９
月
９
日
＝

重
陽
）が
定
着
し
て
い
ま
す
。 

　

現
在
の
ひ
な
人
形
の
原
型
と
さ
れ

て
い
る
の
は
、
室
町
時
代
末
期
に
京

都
を
中
心
に
作
ら
れ
た
「
内だ

い

裏り

雛び
な

」

で
す
。
衣い

冠か
ん

束そ
く

帯た
い

を
着
せ
た
「
お
び

な
」
と
、
十じ

ゅ
う

二に

単ひ
と
え

を
着
せ
た
「
め
び

な
」
の
男
女
一
対
の
人
形
で
、
そ
の

高
貴
さ
か
ら
人
々
に
と
て
も
大
切
に

扱
わ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
な
り
上
巳
の
節
句
に

ひ
な
人
形
を
飾
っ
て
楽
し
む
よ
う
に

な
る
と
、
江
戸
文
化
の
繁
栄
に
伴
っ

て
ひ
な
人
形
も
華
や
か
さ
を
極
め
て

い
き
ま
す
。
三
人
官
女
や
五
人
囃ば

や

子し

、

随ず
い

身じ
ん

、
仕し

丁ち
ょ
う

と
い
っ
た
人
物
た
ち
の

他
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
類
が
生
ま
れ
、

ひ
な
壇
も
５
段
、
７
段
の
も
の
が
登

場
。
例
年
２
月
末
に
な
る
と
、
ひ
な

人
形
や
お
供
え
物
を
売
る
「
雛
市
」

が
江
戸
市
中
に
立
ち
並
び
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の

盛
り
上
が
り
は
、
幕
府
か
ら
再
三
に

わ
た
っ
て
華
美
な
飾
り
付
け
を
禁
ず

る
お
触
れ
が
出
さ
れ
た
ほ
ど
。
女
の

子
の
初
節
句
を
お
祝
い
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
こ
の
頃
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
大
き
く
花
開
い
た
ひ

な
祭
り
の
文
化
は
、
時
代
を
超
え
て

今
な
お
私
た
ち
の
生
活
に
根
付
い
て

い
ま
す
。

ひな祭り文化普及協會
http://hina-matsuri.jp/

公式YouTube チャンネル
はこちら

特集うれしい 楽しい
ひな壇を

完成させてみよう！
ひな人形の正しい置き場所は

分かりますか？
脳トレ気分で段飾りを
作ってみましょう。

答えは次のページでチェック。

ひな祭り
３月３日は、女の子の健やかな成長と幸せを願うひな祭りです。
その起源やひな人形の飾り方などを解説するとともに、
全国で開催されるひな祭りイベントを紹介します。
※掲載のイベントは、中止・変更の場合があります
協力：ひな祭り文化普及協會

無
病
息
災
や
五
穀
豊ほ

う

穣じ
ょ
う

を
祈
願
す
る
節
句

日
本
古
来
の
風
習
と
相
ま
っ
て
独
自
に
発
展

江
戸
時
代
に
花
開
い
た
ひ
な
祭
り
文
化

女
の
子
の
健
康
を
願
う
華
や
か
な
お
祭
り
に

「十二月ノ内 弥生」
出典：国立国会図書館「NDLイメージバンク」

監修 清
きよ

川
かわ

 紗
さ

衣
え

 さん

ひな祭り文化普及協會代表、
（一社）日本の節句文化を継

承する会『日本の五節句をユ
ネスコの無形文化遺産にする
実行委員会』アドバイザー。
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近
年
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ひ
な
人
形

も
人
気
で
す
が
、
華
や
か
な
ひ
な
壇

は
日
本
の
大
切
な
伝
統
文
化
で
す
。

内
裏
雛
に
三
人
官
女
、
五
人
囃
子
に

随
身
、
仕
丁
の
総
勢
15
体
に
加
え
、

道
具
類
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
段
飾
り

は
、
世
界
に
も
類
を
見
ま
せ
ん
。
豪

華
絢け

ん

爛ら
ん

な
ひ
な
人
形
の
世
界
を
、
飾

り
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
と
も
に
解
説
し

ま
す
。

日
本
が
誇
る
伝
統
文
化

ひ
な
人
形
を
深
掘
り
！

内裏雛

五
ご

人
に ん

囃
ば や

子
し

三
さ ん

人
に ん

官
か ん

女
じ ょ

随
ず い

身
じ ん

　童謡の歌詞から、男雛を「おだいりさま」、女雛を「おひなさま」と呼ぶ俗称が
一般的ですが、正式には男雛と女雛の一対で「内裏雛」と言います。ちなみに「内
裏」とは平安京の中にあった天皇の私的居住区で、現在の京都御所に当たります。
　飾る時は金屏風を後ろに立て、主役の内裏雛を親

しん
王
のう
台
だい
の上に乗せます。関東で

は向かって左に男雛、関西（主に京都）では向かって右に男雛を置く違いがありま
す。両脇には雪

ぼん
洞
ぼり
、男雛と女雛の間には、花をさした瓶

へい
子
し
を乗せた三

さん
方
ぽう
を置きます。

１段目

3 段目

2 段目

4 段目

　官女とは宮廷で君主や后
こう
妃
ひ
に仕える職を与えられた女性たちのことで、日常のさま

ざまな雑役に就いていました。宮廷行事や節句のお祝いの際には、給仕に就くこともあっ
たといわれています。
　座っている官女が一人の場合は、写真のように立っている二人で挟むように並べま
す。逆に立っている官女が一人なら真ん中に置きます。右と左で迷ったら、人形の足
に注目を。前に出している足が外側になるように置くのが正解です。

　四段目の二人は、要人を警護する武官。童謡では「大臣」
の名で登場することから「右大臣・左大臣」の俗称でも
親しまれています。
　男雛から見て左の方が上位となり、黒い武官束帯を着た
高齢の男性を向かって右に、赤い武官束帯を着た若い男性
を左に置きます。中央にはひし餅と掛

かけ
盤
ばん
膳
ぜん
を並べましょう。

　囃子は、能や歌舞伎などの芸能で
拍子を取ったり、雰囲気を盛り上げた
りするために奏でられる音楽。ひな人
形では、能楽を演奏する際の「地

じ
揺
うたい
」

1人と奏者の「囃
はや
子
し
方
かた
」4人で構成さ

れています。京都などでは、雅楽の
演奏者を置く場合もあります。
　5人とも元服※前の幼い子供で、か
わいらしく、生き生きとした表情が特
徴です。
　右から扇を持った謡、笛、小鼓、
大鼓、太鼓の順に並べます。

　仕丁は、律令制で定められていた「徭
よう
役
えき
」に従事する人のことを指します。徭役とは、諸国から50戸に二人

の割合で成人男性が都に赴き、君主のために無償で働く制度。地方の労働者が宮廷などでさまざまな雑用を担っ
ていましたが、食料などは故郷が用意するため、負担が大きかったと言われています。そうした背景があってか、
仕丁の人形は特に表情が豊かで、それぞれ「泣き上戸」「怒り上戸」「笑い上戸」とも呼ばれています。
　京風の場合、真ん中がちり取り、左右はそれぞれ熊手とほうきを持っています。関東風では、沓

くつ
台
だい
を持った仕

丁を真ん中に、左右に台
だい
笠
がさ
と立
たち
傘
がさ
を持った仕丁を並べます。一番外側には、「右近の橘」と「左近の桜」を飾り

ましょう。

仕
し

丁
ち ょ う

5 段目

檜
ひ

扇
おうぎ

纓
えい

笏
しゃく

太
た

刀
ち

謡
うたい笛

ふえ
（能

のう
管
かん

）小
こ

鼓
つづみ

大
おお

鼓
つづみ

太
たい

鼓
こ

熊
くま

手
で

ちり取り ほうき

長
なが

柄
え

島
しま

台
だい

提
ひさ

下
げ

右
う

大
だい

臣
じん

左
さ

大
だい

臣
じん

雛人形製作：清水久遊

親
しん

王
のう

台
だい

親
しん

王
のう

台
だい

※男子成人の儀式。時代や身分によって年
齢が前後するが、数え年で12 〜 16歳で
行われることが多かった関東風「仕丁」

沓
くつ

台
だい

台
だい

笠
がさ

立
たち

傘
がさ
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